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第 I 章では，従来「領収書」あるいは「番直指令書」と考えられてきた，モンゴル時代の供出命令文書 8 件を取り
上げ， これらが物件の供出とその税役への代替を命ずるものであることを論証する D またこれらの文書の性格・機能
を解釈する上で問題となっていたkäzig という単語が， トゥルファン出土の唐代漢文文書にみえる術語「番」の透写
語 Ccalque) として用いられ，原義の「順番」から転じて輪番制の徳役(番役)をさす術語となっていたこと， さら
にはこの番役を含めたモンゴル時代ウイグリスタンの税役・支配制度が，時代的に先行する唐王朝によって導入され
た諸制度に淵源を有することを明らかにする o



















(yüzlüg) ・十戸 (onluq) などが供出命令文書の伝達を中継していたこと， また実際の物件徴収に際しては十戸長






















本論文は， 13 ，....， 14世紀のユーラシア広域にわたるモンゴ、ル支配の一典型として，ウイグリスタンの文書行政の実態
を現地出土の一次資料から再構成し，その税役制度・支配制度の少なくない部分が，時代的に先行する唐西州時代の
それにまで遡り得ることを論じた意欲的な業績である o 本審査委員会は，本論文が博士(文学)の学位にふさわしい
ものと認定する。
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